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・３年間における研究活動（研究会開催，調査活動，研究成果の公表等）の概況や個々の分担研究の特筆すべき事項等について，
簡潔に箇条書きでお書きください。  
平成 27 年度 
 ・国際インターネット調査の設計会議の開催（2 回） 
 ・中国語・台湾語・英語・インドネシア語への翻訳点検作業 
 ・インターネット調査のため CBASE 社に依頼 
 ・東日本大震災被災地で活動するスクールカウンセラー・スーパーバイザーの子どもの現状と対
応に関する会議を開催した 
 
平成 28 年度 
・2016 年度５月 14 日から 5 月 19 日まで、インドネシア・アチェを上村弘子岡山大学准教授と 
 訪問。教師カウンセラー２２名への紙面による調査を実施した。また優秀高等学校を訪問、
津波時５－６才の高校生からの聞き取り調査を実施した。 
 
・インターネット調査を 6 月はじめから８月末まで調査を実施した。 
日本・中国（大陸）・中国（台湾）・アメリカ（ニューオリンズ）・インドネシアの災害後の 
    子どもの教育・心理支援に従事した経験のある教師・心理士・ソーシャルワーカー・
医療スタッフを対象としたインターネット調査（災害後の時期に応じた子どもの教育・心理支
援・Educational and Psychological supports for children in after disaster period.）
を実施した。 
・インターネット調査の結果の分析 
   インターネット調査による結果の質的・量的な分析を行った。 
 
 ・第８回アジアトラウマ災害研究会（中国重慶・西南大学で11月2-4日）にて、一部発表。 
 
平成 29 年度 
 ・インターネット調査の結果の分析 
 ・本に収録するため 8 月に座談会（有園・岩井・小川・定池・宮下・浦本・永田・冨永）を開催 
 ・9 月第 9 回アジア災害トラウマ学術大会（中国・山東工科大学）にて一部発表。 
 ・出版社の選定：誠信書房「災害後の時期に応じた子どもの心理支援」2018 年 3 月 31 日発行 
第１章  災害後の子どものストレス 
第２章 災害後の世界の心理支援モデル 
第３章 災害後の時期に応じた子どもの心理支援――5 言語（日本語・英語・中国語・台湾語 
    ・インドネシア語）の専門家を対象とした国際調査研究から 
第４章 発災から１年の節目を迎えるにあたっての表現活動 
第５章 東日本大震災後の学校とスクールカウンセラーとの協働――心のサポート授業を通 
    して 
第６章 東日本大震災後の表現活動とストレスマネジメント体験の日常化に向けたスクール 
    カウンセラーの取り組み――震災２年目に学校で行った子ども集団への介入から 
第７章 東日本大震災で同級生をなくした小学校での教師とスクールカウンセラー協働によ 
    る心のサポート 
第８章 被災地の子どもたちによる創作歌と語り継ぐ震災特別授業 
第９章 被災地での防災教育と心のサポート 
第 10 章 座談会――被災体験の表現活動をめぐって 
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